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鉄道で日本海と琵琶湖をつなぐ。
すべては、この計画から始まった。

長浜から敦賀、今庄へ、近代化の汽笛が響く ｜ 困難を極めた鉄道建設を乗り越えて

鉄道開通とまちのにぎわい ｜ 峠を越えて走る蒸気機関車と人

鉄道の開通で大きく変化した港

福滋県境 鉄道遺産回廊

福井県と滋賀県をつなぐ

日本が近代国家へと歩みはじめた明治時代。

鉄道は文明開化の象徴として、人々を新たな時代へと運びました。

最初期の重要路線のひとつとして建設された長浜・敦賀・今庄を結ぶ路線は、

日本鉄道史の夜明けを駆け抜けた歴史を物語る鉄道遺産の宝庫です。

今もなお生き続ける遺産が、100年の時を越えてつながる記憶の旅へと誘います。

古くから交通の要衝として栄えた滋賀県

「長浜市」と福井県「敦賀市」、「南越

前町今庄」。長浜は日本海と太平洋を

結ぶ水陸交通のターミナルとして、敦

賀は陸運と海運を結節する鉄道と港

のまちとして、今庄は峠越えに挑む鉄

道基地として。明治時代に日本が近

代国家へと発展するなかで、鉄道で結

ばれた3市町は重要路線として文化や

経済の成熟を支えました。

FUKUI

SHIGA

福滋 県境
鉄道遺産
回廊
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STORY 1
長
浜
か
ら
敦
賀
、今
庄
へ
、近
代
化
の
汽
笛
が
響
く

江戸時代に隆盛を誇った日本海側
の海運と鉄道輸送の結節を目指しま
した。

日本海と太平洋を結ぶ最重要ルートの建設

　明治2年（1869）に起案されたわが国初の鉄道計画は、東

西の主要都市および日本海と太平洋を結ぶことを目的に、東

京－京都の幹線とそれに連なる東京－横浜、京都－神戸に加

え、琵琶湖畔－敦賀の3支線を決定しました。古来より日本海

側の物資は、敦賀から陸路で琵琶湖を経て京都・大阪へ運ば

れていて、その道は峠を越えなければならず、平清盛の時代

から運河建設計画が持ち上がっていました。以降800年間実

現することのなかった夢が、この時ついに動き出したのでした。

困難を極めた鉄道建設を乗り越えて

日本海側の物資輸送を担う

北陸線が延伸される

　明治25年（1892）に計画された政府直営の鉄道路線に基

づき、北陸線は富山への延伸工事が開始されました。なかで

も敦賀と今庄を結ぶルートは、当時の鉄道技術の限界といわ

れた急勾配が続く難所であり重要路線。数々の苦難を乗り越

えて一大工事を成し遂げ、明治29年（1896）の敦賀－福井間

開通を機に北陸線は次 と々延伸していきました。

日本海と内陸を結ぶ長浜―敦賀間が開業

　明治政府は、日本海沿岸の都市で京阪神や中京および

対岸諸国との結節点だった敦賀と、琵琶湖沿岸の都市を

鉄道で結び、日本海と太平洋を結ぶ交通網を計画。湖上交通

の拠点は、当時の鉄道局長・井上勝の推挙で、北国の物資中

継地として繁栄し、鉄道誘致に意欲的だった長浜に決まりまし

た。そして日本初の鉄道開通からわずか10年後の明治15年

（1882）に長浜－敦賀間が開業し、2年後に柳ケ瀬トンネルが

開通して北陸線の歴史が始まりました。

明治15年当時の鉄道開通状況

　長浜－敦賀間のうち、柳ヶ瀬－刀根間には4本のトンネルが

掘られました。柳ヶ瀬トンネルは地盤が軟弱で湧水も多く、工事

は難航。日本で初めてダイナマイトが導入されたものの、ロック

ドリルがうまく使えず“つるはし”と“のみ”の手掘り作業となり、長

浜－敦賀間の部分開通の2年後にようやく完成しました。

　 敦 賀 － 今 庄 間 は 、当 時 の 鉄 道 設 計 の 限 界とされた

25/1000の急勾配が続く険しい山間部で、全長1170ｍの

山中トンネルなど12のトンネル工事を要する過酷な路線でし

た。岩質は非常に硬く、1日にわずか5寸（15cm）しか掘り進め

られない場所もあり、洪水被害などで何度も工事が停滞しまし

た。困難を極めた工事は3年におよび、明治29年（1896）に

完成しました。

柳
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瀬
越
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山
中
越
え

鉄道建設を推進して日本の近代化に
尽力。「鉄道の父」と呼ばれました。

「子爵井上勝君小伝」より

井上勝

（敦賀ー今庄間）

急勾配区間を走り抜ける蒸気機関車
木之本－今庄間の断面図

現在の北陸本線と比べると、
旧北陸線がいかに急勾配で
あったかが分かります。
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東京―横浜、京都－神戸、琵琶湖－敦
賀間の鉄道敷設が決定
新橋―横浜間の鉄道が開業
京都―神戸間の鉄道が全通
長浜―敦賀間の鉄道工事が着工
京都ー大津間の鉄道が開業
長浜－金ヶ崎（敦賀）間の鉄道が開業

（柳ヶ瀬トンネルを除く区間）
柳ヶ瀬トンネル完成。敦賀線長浜―
金ヶ崎（敦賀）間が全通
日本初の鉄道連絡船（長浜ー大津間）
が営業開始
東海道線（新橋－神戸間）の鉄道が全通
鉄道連絡船が廃止
鉄道敷設法公布（北陸線　敦賀―富
山間が第１期工事線に指定。）
敦賀―福井間の鉄道が開業
敦賀港が開港場（外国貿易港）に指定
敦賀―ウラジオストク間の定期航路が開始
長浜駅舎が現在地に移転（新駅舎）
敦賀駅舎が現在地に移転（新駅舎）
新橋―金ヶ崎間にウラジオストク航路と
連絡する欧亜国際列車が運行開始
米原―直江津間の北陸本線が全通
北陸トンネル着工 / 深坂トンネル開通
田村―敦賀間の交流電化開通（旧線
は柳ヶ瀬線として残る）
旧長浜駅舎が第１回鉄道記念物に指定
北陸トンネル開通。敦賀―福井間電化完成

（旧線：敦賀―今庄間山中越えが廃線）
柳ヶ瀬線廃線
旧長浜駅舎が鉄道資料館として開館
国鉄分割民営化
敦賀―今庄間の旧北陸線トンネル群が
国登録有形文化財に登録
３市町に残る鉄道遺産等で構成される
ストーリーが日本遺産に認定

鉄道建設の歴史 長浜―敦賀―今庄間

東
京（
新
橋
）

敦
賀

今
庄

長
浜

大
津

京
都

大
阪

神
戸

横
浜

日本の鉄道は日本人が作る

難航するトンネル工事に挑戦

　日本の鉄道は当初、外国人技師の指導のもとで建設してい

ましたが、鉄道局長の井上勝は日本人技術者のみでの鉄道

建設を目指しました。外国人技術者の協力を得て、鉄道技師

の養成所を設立し、そこで学んだ日本人技師を工事に投入。

明治13年（1880）、京都－大津間の逢坂山トンネルを日本人だ

けで完成させました。

　この経験を糧に、同年から始まった長浜－敦賀間の鉄道敷

設は、日本人のみで行われました。当時の国内最長となった

1352ｍの柳ヶ瀬トンネル工事も完遂し、日本は外国の技術を

吸収しながら着実に近代化の道を歩んでいきました。

難 関 エピソード
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山中信号所の当時の様子
左が本線、右は待避線の列車

　鉄道路線の多くは、江戸幕府が整備した街道が骨格となっていま

す。宿駅伝馬制度によって定めた宿駅は本陣や旅籠、問屋場を設け

た宿場町へと発展し、人や物資、情報の伝播に深く関わり、独自の文

化や景観を形成していきました。

　旧北陸線のエリアにも越前屈指の宿場町として栄えた今庄宿、

日本三大地蔵のひとつ木之本地蔵院の門前町である木之本宿、

港町の風情を残す長浜宿があります。

人と文化を陸路でつないだ 北国街道

急勾配区間を登るために設けられた、列車

の折り返し線と待避線路を併せ持つシステ

ムで、敦賀－今庄間には新保、葉原、山中の

3カ所に設置されました。

スイッチバック
急勾配を登るための

長浜旧停車場（明治30年頃）

長浜 － 関ヶ原間の
鉄道路線の移り変わり

長浜ー深谷間は明治22年に運休になり
その後廃線となりました。

至
敦
賀

至
大
津

鉄
道
連
絡
船 

▼

長浜

春照

深谷

関ヶ原

長岡

米原
明治22年開通の路線

折り返し線 待避線

※待避線は上りと
　　　下りの２線があった

有効長延伸のため
掘られたトンネル

山中トンネル

本線から折り返し線に入る
バックして待避線（上り）に入る
下り列車が本線を通過
勢いをつけて本線に進入。山中トンネルへ

1
2
3
4

3
2

1
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NPO法人今庄旅籠塾提供

「日本国有鉄道百年 写真誌」より

1800形蒸気機関車

勾配線用としてイギリスのキットソン社が製作。
長浜－敦賀・関ヶ原間や京都－大津間などで
活躍しました。

STORY 2

峠を越えて走る
蒸気機関車と人

鉄
道
開
通
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

鉄道ターミナルになり
産業と文化が発展した長浜

　明治15年（1882）、長浜－敦賀間の鉄道が開通し、その2年

後に大垣まで開通すると、長浜駅は北は敦賀、東は大垣、さら

に鉄道連絡船で京阪神につながる一大ターミナルとなりまし

た。長浜駅には鉄道連絡船の港や貨物倉庫が隣接し、周辺

は運送店や荷物の積み下ろしに従事する仲仕業など多くの

店が建ち並び、陸蒸気の見物や乗車に来る人で大いににぎ

わいました。

NPO法人今庄旅籠塾提供

峠越えの鉄道基地としてにぎわった敦賀・今庄

　急勾配の線路が続く敦賀・今庄の両駅は、峠越えのために後ろから押す機関車（補機）の連結や取

り外し、燃料補給を求めて、すべての列車が停車しました。この停車時間を利用して、弁当や新聞など

を販売する「立ち売り」が現れ、敦賀駅の「鯛鮨」や昭和初期に今庄駅のホームに開設された立ち食

いの「今庄そば」が評判になりました。昭和に入り輸送量が増加すると、両駅には多くの機関車や施

設、職員が配置され、さらに多忙を極めました。

昭和初期の今庄宿

蒸気機関車の煙突から出る煙が運転
室内に入るのを防ぐ集煙装置が、全国
で初めて敦賀機関区で開発されました。

D51形蒸気機関車（今庄駅）

急勾配を越える蒸気機関車の活躍

　長浜－敦賀間の柳ヶ瀬越えと敦賀－今庄間の山中越えの

区間は、急峻な路線を走るために牽引力の強い蒸気機関車

が必要でした。開業当時の長浜－敦賀間では、イギリスで特

別に製造された蒸気機関車が活躍。昭和に入ると、2つの難

所に挟まれた敦賀機関区に、国鉄史上もっとも多く製造された

D51型蒸気機関車の1・2号機が日本で初めて配備されまし

た。途中にある小刀根トンネルのサイズに合わせて設計された

同機は、峠越えの要となりました。

魔のトンネルが続く日本一の鉄道難所

　長浜－敦賀－今庄間の連続するトンネル内は、蒸気機関車

の煙がひどく、乗客は煙のすすで鼻の中まで真っ黒になったと

いいます。乗務員はさらに過酷で、夏の機関車内は70～80℃

の灼熱地獄になり、水に浸した手ぬぐいで顔をおおって通り抜

けていました。

　急勾配とトンネルが続くこの区間は、冬は雪崩の危険が高

く、「日本一の鉄道難所」と呼ばれました。そのため、この区間

の乗務員には当時の特例として、1両目の本務機と2両目の前

補機には5銭、特にばい煙がひどい最後尾の後補機は8銭の

隧道手当てがつけられました。

山
中
信
号
所
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
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フランスへ渡った歌人・与謝野晶子

や日本が初参加したストックホルム

オリンピックに出場した金栗四三ら

日本選手団が欧亜国際連絡列車を

利用。人類初の南極点到達に成功

した探検家・アムンゼンもこの列車

を利用し、日本を発ちました。

敦賀から海を渡った

金ヶ崎桟橋に接岸する汽船
（昭和初期）

敦賀港はフランスのパリまで通じる港と
して、欧亜国際連絡列車を利用する外
国人や日本人渡航者でにぎわいました。

敦賀港に入港するクルーズ船

今も敦賀港には大型外国クルーズ船や
国際貨物船が寄港し、国際港として活
躍しています。

シベリア経由欧亜連絡切符
東京から敦賀、ウラジオストクを経由して
ベルリンへ行くことが記されています。

路線図
敦賀から海を越えてヨーロッパへと結ば
れた鉄道は、1枚の切符で東京の新橋
からパリまで行くことができました。

「敦賀市立博物館所蔵」

「行幸二十五年 慶雲館建碑式記念写真帖」より

杉原千畝

迫害されるユダヤ人のために、領事館を退去するまでの
1カ月間に 2139 通にもおよぶ命のビザを発給しました。

「外務省外交史料館所蔵」

北陸トンネル開通の様子

旧長浜港の様子（明治45年）

井田家所蔵古写真  福井県立若狭歴史博物館提供

日本海を行き交う北前船

羽柴秀吉が築いた長浜城の内堀を開削し、長浜駅に隣接する形で整備されました。

当時の日本最長となる北陸トンネルが開通し、峠越え
の路線は廃線になりました。

STORY 3
鉄
道
の
開
通
で
大
き
く
変
化
し
た
港

日本とヨーロッパを結んだ

欧亜国際連絡列車

　敦賀港は北前船をはじめとした海上

交易の拠点として栄えていましたが、北陸線が日本海側各地

に延伸し、物流の主役が船から鉄道に代わるにつれて衰退し

ていきました。こうした状況を危惧した地元実業家らの運動に

より、敦賀は国際港へと舵を切ることになりました。

　明治32年（1899）、敦賀港は開港場（国際港）の指定を受

けました。その後、ロシア国内を横断するシベリア鉄道が全線

開通すると、敦賀－ウラジオストク間の定期航路が開設され、

ヨーロッパへの最短ルートとして脚光を浴びます。さらに、明治

45年（1912）には、東京の新橋－金ヶ崎（敦賀港）間にウラジ

オストク経由のヨーロッパ行き直通列車「欧亜国際連絡列車」

が開業しました。１枚の切符で東京から欧州へ行くことができ

る国際列車の運行により、敦賀港は世界への玄関口になって

いったのです。

人々

欧 亜 国 際 連 絡 列 車

人道の港・敦賀と命のビザの物語

　第二次世界大戦中の昭和15年（1940）、ナチスドイツから

ユダヤ人難民を救うため、リトアニア領事代理だった杉原千畝

は外務省の判断に背き、「命のビザ」を発給しました。敦賀港

は杉原のビザで救われたユダヤ人が上陸した唯一の港で

あったため、「人道の港」とも呼ばれています。

　当時の敦賀の人々は、銭湯を無料で開放したり、りんごなど

の果物を配ったりして難民を温かく迎え入れました。そのときの

ユダヤ人の感謝の言葉が、今も敦賀に残されています。

　羽柴秀吉による築港以降、琵琶湖の湖上交通の重要な拠点

であり続けた長浜港。鉄道と湖上交通の重要性に注目した地元

の実業家・浅見又蔵らの働きかけによって明治15年（1882）に

日本初の鉄道連絡船の運航が始まると、水運と鉄道が強固に結

びついた長浜は重要なターミナルとして隆盛期を迎えました。明

治22年（1889）の大津－米原間の鉄道開通によって鉄道連絡

船は廃止されましたが、日本の大動脈を担った湖上交通は、今も

形を変えて運航されています。

旧北陸線の終焉

　昭和37年（1962）に北陸トンネルの完成により敦賀－今庄間

の山中越えは廃線となり、昭和39年（1964）に柳ケ瀬線も廃線

となりました。旧北陸線をしのぶ当時の鉄道遺産は、姿や形を

変えずに、人々の生活に必要な財産として地域に密着した現

役の文化財として今も生き続けています。

　江戸時代に開拓された北海道・東北・北陸と西

日本を結んだ西廻り航路は、経済の大動脈とな

り、船主が寄港地で商品を仕入れて商いを行う買

い積み方式の北前船が活躍。幕末から明治にか

けて莫大な財を築き、日本の近代化に大きく貢献

しました。

日本初の鉄道連絡船が活躍した

長浜港 北前船
海運で経済をつないだ

c
o

lu
m

n
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365

365

365

８

８
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27

305

476

476

305 南条駅

湯尾駅

今庄駅

南今庄駅

南条SIC

今庄IC

敦賀駅

新疋田駅

近江塩津駅

余呉駅

木ノ本駅

高月駅

河毛駅

虎姫駅

長浜駅

田村駅

坂田駅

米原駅

永原駅

粟野駅 西敦賀駅

敦賀IC

敦賀JCT

木之本IC

小谷城SIC

長浜IC

米原IC

米原JCT

敦賀南SIC

南越前町

長浜市

敦賀市

日本遺産ストーリーエリア

日本遺産ストーリーエリア

湯尾トンネル

小刀根トンネル

山中トンネル

行き止まりトンネル

伊良谷トンネル

芦谷トンネル

曲谷トンネル

第二観音寺トンネル

第一観音寺トンネル

曽路地谷トンネル

鮒ヶ谷トンネル

葉原トンネル

樫曲トンネル

大
桐
駅
跡

杉
津
駅
跡

山
中
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド

山
中
信
号
所
跡

（
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
跡
）

柳ヶ瀬トンネル

日本
遺産MAP長　

浜

敦　

賀

南
越
前

主要なトンネルに掲げられた伊藤博
文や黒田清隆の扁額は、鉄道建設
が国策の中心だった証。実物は長浜
鉄道スクエアに展示されています。

扁額

葉原トンネル 今庄側 「永世無窮」
えいせいむきゅう

山中トンネル 敦賀側 「功和干時」
こうかうじ

葉原トンネル 敦賀側 「與國咸休」
よこくかんきゅう

柳ヶ瀬トンネル 「萬世永頼」
ばんせいえいらい

山中トンネル 今庄側 「徳垂後裔」
とくすいこうえい

当時の車窓からの風景を感じる緩
やかなカーブが特徴です。

葉原築堤

大正天皇がお召列車で見惚れたと
伝わる北陸線屈指の絶景スポット。

杉津の景観

明治17年（1884）の完成当時は国内最長の規
模で、難工事のため完成までに4年の歳月を要し
ました。日本人技術者のみで建設されたトンネル
で、全国の鉄道網形成に貢献した技術を物語る
遺産です。

柳ヶ瀬トンネル  （1352ｍ）15

（979ｍ）

内部に勾配の頂点を持つアップダ
ウンのあるトンネルです。

葉原トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

12（64ｍ）

石造ポータルのトンネルで、出口が
見えるほど短く直線的。

鮒ヶ谷トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

11（401ｍ）

ポータル背面の砂防ダムや水害を防
ぐ排水路などが設けられています。

曽路地谷トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

10（82ｍ）

地元の材料を用いて低単価で施工
されたトンネルです。

第一観音寺トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

8

（310ｍ）（368ｍ） （467ｍ） （223ｍ）

トンネル内部に建設当時の通信用
架線跡やソケットが見られます。

第二観音寺トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

7

官給の厳選された材料によって建
設されたトンネルです。

芦谷トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

5

樫曲・葉原・山中トンネルと同じ意匠
に整えて建設されました。

伊良谷トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

4

敦賀側の入口の樫曲トンネルに揃
え、内壁がすべてレンガ造りです。

湯尾トンネル

国
登
録
有
形
文
化
財

1

長浜駅開業から約80年間使われ
た、現存する日本最古のポイント。鉄
道局神戸工場で製作されました。

旧長浜駅29号
分岐器ポイント部

18

長浜市役所余呉支所前に、柳ヶ瀬
越えの拠点駅だったプラットホーム
の一部が残っています。

中ノ郷駅跡16

プラットホームの跡が残っており、蒸
気機関車の動輪などが展示されて
います。

大桐駅跡2

敦賀―今庄間に残る唯一のスイッ
チバック跡。当時の峠越えの鉄道
技術を物語る貴重な遺構です。

山中信号所跡3

入口と内壁がすべてレンガ積みという特別な意匠
が特徴。現在は国道脇の歩道に転用されていま
す。内部にはレトロなカンテラ風の照明があり、側
壁とアーチ部で異なるレンガの積み方をじっくりと
見られます。

樫曲トンネル（87ｍ）

国
登
録
有
形
文
化
財

14

官給品のレンガが使われているトンネルで、他のト
ンネルと比べて石やレンガの積み方が丁寧かつ
習作的。トンネルの出口から芦谷・伊良谷トンネル
が直線上に連なる光景は「トンネル in トンネル in 
トンネル」と呼ばれる見どころのひとつです。

曲谷トンネル（260ｍ）

国
登
録
有
形
文
化
財

6

9

13

17

北陸
自動車道

北陸
自動車道

北陸
自動車道

約
30
分

約100分

約60分

約
20
分

約
80
分

長
浜
IC

敦
賀
IC

今
庄
IC車で

鉄道で

大阪

名古屋

金沢

北陸本線
特急

北陸新幹線-
並行在来線乗換

並行
在来線

約
30
分

約100分

…… 北陸新幹線

…… 在来線

…… 高速道路

約80分

約
15
分

約
60
分

長
浜
駅

敦
賀
駅

今
庄
駅

大阪

名古屋

金沢

各エリアまでの所要時間

旧長浜駅「長浜鉄道スクエア」見学

柳ヶ瀬トンネル ・ 小刀根トンネル

慶雲館・黒壁スクエアなど周辺散策

Model course
NAGAHAMA

Next Stop：TSURUGA
Next Stop：MINAMIECHIZEN

START

Model course GOAL

TSURUGA

徒歩約10分

車で10分

車で10分

車で10分

（車で約50分）柳ヶ瀬トンネルへ

鯛鮨の駅弁（敦賀駅）

敦賀赤レンガ倉庫周辺散策

旧北陸線トンネル群

山中トンネルへ（車で約20分）

山中トンネル・行き止まりトンネル

MINAMIECHIZEN

車で1分

車で10分
山中信号所跡

今庄宿散策・今庄駅 給水塔、給炭台

12

3

4

5

6

7

8

10 

11

12

14

15

9

杉
津
の
景
観

13
葉
原
築
堤

16

中
ノ
郷
駅
跡

長浜鉄道
スクエア

扁額17

旧長浜駅29号
分岐器ポイント部

18

P.15～18

P.23

P.24～26

P.19～22

P.15

P.19

P.15

P.9 P.10



「
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
」の
発
着
駅
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
た
敦
賀
港
駅
舎
を

再
現
し
た
敦
賀
鉄
道
資
料
館
。日
本

海
側
の
交
通
の
要
所
と
し
て
、鉄
道

と
港
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
を
多

彩
な
展
示
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

港
町
情
緒
あ
ふ
れ
る
夜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
素
敵
で
す
。

入口左手にある映像コーナーでは、新作映像の
「汽笛が聞こえる よみがえる鉄路のキセキ」を紹介。
タブレット操作で英語版も選択できます。

日
本
と
世
界
を

結
ん
だ
敦
賀
の

歴
史
に
ふ
れ
る
。

敦賀の鉄道史を網羅した
大ボリュームの展示

日本海側最初の蒸気機関車から欧亜
国際連絡列車、国内初の本格的な交
流電化にいたる鉄道の歴史資料を
展示。床のトリックアートも必見です。

日
本
で
一
番

古
い
駅
舎
で

鉄
道
史
の

軌
跡
を
た
ど
る
。

長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア
は
、鉄
道

記
念
物
で
あ
る
旧
長
浜
駅
舎
、

長
浜
鉄
道
文
化
館
、北
陸
線
電

化
記
念
館
の
3
施
設
で
構
成

さ
れ
た
鉄
道
の
聖
地
。長
浜
の

鉄
道
史
や
日
本
初
の
鉄
道
連

絡
船
に
関
す
る
貴
重
な
資
料

を
見
な
が
ら
、明
治
時
代
か
ら

現
代
へ
と
続
く
鉄
道
文
化
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長浜に電車を走らせよう！

大型モニターで敦賀の鉄道ストーリーを鑑賞

鉄道文化館の2階には、長浜駅周辺を再現したジオラマ
の中を走るHOゲージの鉄道模型を設置。ボタンを押し
て自分で電車を走らせることができます。

険しい山地越えを牽引したデゴイチ（D51形
蒸気機関車）と北陸本線の電化後に登場し
たED70形交流電気機関車を並べて展示
しています。北陸線で活躍した車両の運転
席に実際に乗り込むことができます。

蒸気機関車を見た当時の
人々の視点を体感する３D映像

駅長室では明治期の蒸気機関
車がホームに入ってくる様子、
世話係室の窓には長浜港に入
港する鉄道連絡船の映像が流
れ、当時の長浜ステーションの
風景を体感できます。

CG映像展示

AR探索ゲームに挑戦！
「鉄道スクエアのキセキ」

貸出用のタブレットを使い、旧
長浜駅舎を舞台にした謎解き
ゲームに参 加できます（ 1 回
500円／30分）。クリアできた
名探偵には記念品を進呈！

謎解きゲーム

長
浜

鉄
道
模
型
運
転
コ
ー
ナ
ー

旧
北
陸
線
で
活
躍
し
た
新
旧
の
車
両
を
展
示

展示・資料コーナー

資料館2階

TRAVEL guidebook P.12お問い合わせ ｜ 長浜市 産業観光部 文化観光課  TEL.0749-65-6521NAGAHAMAP.11 敦賀市 観光部 観光交流課  TEL.0770-22-8128

鉄
道

ス
ク
エ
ア

鉄
道
資
料
館

敦
賀

映
像
コ
ー
ナ
ー

旧長浜駅舎 旧長浜駅舎

D51形793号蒸気機関車

北陸線電化記念館

長
浜
鉄
道
文
化
館

NEW! NEW!

NEW!

資
料
館
1
階

“鉄分”高めの
展示品が充実！

過去に使用されていた鉄
道部品などの現物資料や
ジオラマ、機関車の模型など
が間近で見学できます。

資料・模型コーナー

資料館1階

鉄
道
施
設
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

鉄
道
施
設
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

長浜市北船町1-41
9：30～17：00（入館は16:30まで）
年末年始
0749-63-4091

住

営

休

電

敦賀市港町1-25
9：00～17：00
水曜日(祝日の
場合は翌平日）
年末年始
0770-21-0056

住

営

休

電

TSURUGA



知
れ
ば
も
っ
と
楽
し
い
！

解
説
パ
ネ
ル
を
読
み
つ
つ

鉄
道
遺
産
め
ぐ
り
。

文
化
財
案
内
看
板

P.14TRAVEL guidebookお問い合わせ ｜ 南越前町 観光まちづくり課  TEL.0778-47-8002P.13 MINAMIECHIZEN

鉄
道
の
ま
ち
「
今
庄
」を

知
る
な
ら
コ
コ
！

今
庄
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
で
、「
宿
場
町
」、「
鉄
道
の
町
」、

「
交
通
の
要
所
」の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。「
海
を
越
え
た
鉄
道
」

の
日
本
遺
産
認
定
に
よ
っ
て
展
示
が
さ

ら
に
充
実
し
て
い
て
、ま
ち
歩
き
や
鉄
道

遺
産
め
ぐ
り
の
出
発
点
に
最
適
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
上
部
に
掲
げ
ら
れ
た

「
扁
額（
へ
ん
が
く
）」。旧
北
陸
線

の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
は
当
時
の
要

人
が
揮
毫
し
た
扁
額
が
遺
さ
れ
て

い
て
、記
さ
れ
た
題
字
か
ら
は
鉄
道

建
設
の
意
義
や
日
本
の
近
代
化
に

か
け
る
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

現
物
の
扁
額
は
旧
長
浜
駅
舎
入

口
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、複
製
が

南
越
前
町
と
敦
賀
市
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
史
を
知
る

資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

日本遺産のストーリーを知る

「鉄道の町」ゾーンに日本遺産のストーリーや構
成文化財の特徴を解説した展示パネルを新設。
目の前の線路を眺めながら鉄道遺産の魅力を
知ることができます。

かつての駅の姿を重ね合わせて

申し込み方法

蒸気機関車が運行していた時代の今庄駅
ホームのイラストを今の風景に重ね、当時の
様子と見比べることができます。給水塔と給炭
台を目印に、ぴったり重なる位置を探してみよう！

柳ヶ瀬トンネル（長浜側）にあった扁額の現物
です。初代内閣総理大臣の伊藤博文による
揮毫「萬世永頼(ばんせいえいらい)」は、この
鉄道が世のために働いてくれることをいつまで
も長く頼りにするという意味です。

山中トンネルの扁額は第2代内閣総理大臣の黒田
清隆が揮毫。敦賀側の「功加于時(こうかうじ)」は
今の世にこの功績を加えて、今庄側の「徳垂後裔
(とくすいこうえい)」はこの鉄路を完成させた徳は
子々孫々まで残るという意味です。現在の山中トン
ネル出入口には、複製が設置されています。

山中トンネルの出入
口（今庄側）付近で
タブレット内のARア
プリを起動させると、
画面に黒煙をあげて
走る蒸気機関車が
登 場 。当 時の運 行
風景をリアルに体感
することができます。

南越前町今庄観光ボランティアガイド協会に鉄道遺産の
案内ガイドを申し込み、料金をお支払いください。ガイド同伴
のもとでARタブレットを使用できます。

葉原トンネルに掲げられ
た 扁 額 で 、敦 賀 側 の

「輿國咸休(よこくかん
きゅう) 」は同盟国がす
べて繫栄する、今庄側
の「永世無窮(えいせい
むきゅう)」はいつまでも
末永く鉄路が人々の役
に立つことを願うという
意味です。複製が敦賀
赤レンガ倉庫横に設置
されています。

鉄
道
施
設
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「海を越えた鉄道」展示パネル

「鉄道の町」ゾーン

窓イラストシート

「鉄道の町」ゾーンま
ち
な
み

今
庄

情
報
館

扁額

長浜

南越前 敦賀

長　

浜

敦　

賀

南
越
前

敦
賀
市
：
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

曲
谷
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

芦
谷
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

伊
良
谷
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

樫
曲
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

葉
原
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

疋
田
駅
跡

長
浜
市
：
鉄
道
ス
ク
エ
ア

　
　
　
　
　

中
ノ
郷
駅
跡

　
　
　
　
　

柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル

南
越
前
町
：
今
庄
駅
給
水
塔
給
炭
台

　
　
　
　
　

山
中
ト
ン
ネ
ル

NEW! NEW!

山中トンネル 敦賀側（複製）

山中トンネル 今庄側（複製）

蒸 気 機 関 車 A R 体 験 旧長浜駅舎入口

鉄
道
施
設
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

南条郡南越前町
今庄74-3-1（今庄駅内）
9：00～16：00
年末年始
0778-45-0074

住

営

休

電 0778-45-0010（南越前町今庄観光ボランティアガイド協会）電

敦賀赤レンガ倉庫横（複製）



今庄駅

宿
場
町
の
風
情
が

今
な
お
残
る

古
き
ま
ち
な
み
。

江
戸
時
代
に
越
前
屈
指
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
今
庄
宿
の
全
長
約

1
km
に
渡
る
ま
ち
な
み
は
、当
時
と

町
割
り
や
道
幅
が
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い

な
い
。今
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
、昔
の

に
ぎ
わ
い
を
伝
え
る
建
物
や
文
化
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

敦
賀
と
今
庄
の
間
は
山
地
が
続
く
峠

越
え
の
難
所
。鉄
道
建
設
か
ら
蒸
気

機
関
車
の
運
転
ま
で
、当
時
の
最
高

水
準
の
技
術
を
注
ぎ
込
ん
だ
旧
北

陸
線
の
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道
遺
産
を
巡

り
な
が
ら
、在
り
し
日
の
姿
に
思
い
を

馳
せ
て
み
た
い
。

宿
場
町
を
歩
く
。

役場や公民館にもなった
築90年超のレトロ建築。

昭和5年（1930）に地元の実業
家・田中和吉氏が脇本陣跡に建
設。当時としては珍しい鉄筋コン
クリート3階建て建築です。

昭和会館

国登録有形文化財

水戸天狗党の刀傷が残る
大型の町家建築。

今庄宿有数の旧家の屋敷で、
幕末には水戸天狗党が滞在。
屋根に上がる卯建から財力の
高さがうかがえます。

京藤甚五郎家

県指定有形文化財

北国街道を行き交う
旅人を案内する石柱。

文政13年（1830）に建てられ
たもので、「右京 つるが 王可佐
道　左京 いせ 江戸道」と刻ま
れています。

文政の道しるべ

町指定史跡

旅人が伝えた郷土の味

茶飯

旅人の元気の源

今庄つるし柿

全長約1km今も生き続けている宿場町

宿
場
町
の
食

今庄の行事に欠かせない料理
で、旅人が伝えた「奈良茶飯」が
由来だといわれています。

全国でも珍しい燻製した干し柿
で、北国街道を往来する人の常
備食として重宝されました。

全国に知れわたった

今庄そば
昭和初期に今庄駅のホームに
作られた立ち食いの「今庄そば」
は、北陸路の憩いの味に。

文政の道しるべ

畠山酒造

白駒酒造

北善商店

堀口酒造

今庄まちなみ情報館

昭和会館 旅籠若狭屋
京藤甚五郎家

明治殿

高野由平商店

酒蔵

D51形481号蒸気機関車

一子相伝の「甘露梅
肉」「紅梅液」を手が
ける梅肉専門店。

旅人の喉を潤してき
た今庄の地酒。今で
も街道沿いには4軒
の酒蔵があります。

今庄住民センター駐車場内に
展示しています。

宿場の入口は、急な敵の
侵入を防ぐため、遠くを見
通せないように道が屈曲
しています。

矩折
かねおり

峠越えのためにすべての列車が止まり、鉄道の町としてにぎわった
今庄駅。駅構内の遺構や食文化に当時の面影が残ります。

当
時
の
鉄
道
の

限
界
に
挑
戦
し
た

峠
越
え
の
道
を
ゆ
く
。

鉄
道
遺
産
を
歩
く
。

急峻な峠を越える
鉄道技術の跡が残る

敦賀―今庄間最長のトンネル。
今庄側では急勾配の路線を乗
り越えるためのスイッチバック跡
が見られます。

山中トンネル

日本最初期のプレストレスト
コンクリート造構造物

昭和28年（1953）築。線路を
落石や土砂から守るための構造
物で、力学的特性を反映した柱
の連なる姿が美しい。

山中ロックシェッド蒸気機関車が活躍した
時代の設備が現存

今庄駅構内には蒸気機関車の
石炭や水の補給に使われた給
水塔と給炭台が残り、現代の鉄
道との時代を越えたコントラスト
が見られます。

今庄駅給水塔・給炭台

車両を多くつないで輸送量を増やす
ためにトンネルを掘って既存のスイッ
チバックを延伸したもの。折り返すだ
けのトンネルであるため、行き止まり
になっています。

山中ロックシェッドの上部には、信号
所の退避線路を守るための構造物
も残っています。

行
き
止
ま
り
ト
ン
ネ
ル

（
山
中
ト
ン
ネ
ル
横
）

お問い合わせ ｜ 南越前町 観光まちづくり課  TEL.0778-47-8002

国登録有形文化財

国登録有形文化財

酒蔵巡りを楽しむ（畠山酒造）

P.16P.15 TRAVEL guidebookMINAMIECHIZEN



北
国
街
道
の

宿
場
町
か
ら

鉄
道
基
地
へ
。

こ
の
ま
ち
に
は
、い
に
し
え
の
旅
人
た

ち
が
見
た
風
景
が
残
っ
て
い
る
。江
戸

時
代
に
は
越
前
屈
指
の
宿
場
町
、明

治
に
入
っ
て
か
ら
は
峠
越
え
の
鉄
道

基
地
と
し
て
栄
え
た
今
庄
。ま
ち
を

歩
き
な
が
ら
、旅
を
通
じ
て
人
や
文

化
を
つ
な
い
で
き
た
歴
史
を
た
ど
っ
て

み
よ
う
。

今庄は古くから北陸と京、江戸を結ぶ陸

路の玄関口であり、江戸時代には交通の

要衝として宿場町が整備されました。当

時の面影を色濃く残すまちなみには、防

御に配慮したまちの造りや中心地に置か

れた本陣や脇本陣、旅籠など、繁栄を物

語る遺産が数多く残されています。

今
庄
宿

峠越えの道がすべて集まる今庄
越前屈指の宿場町として繁栄。

宿場町と鉄道基地として栄えた今庄の歴

史を分かりやすく紹介。昭和30年代の今

庄駅の賑わいを復元した1/45スケール

の鉄道模型や今庄宿のエピソードを表現

した人形ジオラマ、当時の映像など、見ご

たえのある展示で魅力を発信しています。

福井県指定無形民俗文化財の「羽根曽踊り」。武士や僧侶、町人など、さまざまな仮装で踊る姿が、
旅人も一緒に楽しく踊り明かした情景を伝えています。

まちの歴史と文化に触れる
今庄を旅する出発点。

南条郡南越前町今庄74-3-1（今庄駅内）
9:00～16:00
年末年始
0778-45-0074

住

営

休

電

南
越
前
を
歩
く
。

　

今
庄
ま
ち
な
み
情
報
館

羽
根
曽
踊
り
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8

港
町
の
繁
栄
の

軌
跡
を
巡
る

ま
ち
歩
き
。

敦
賀
は
港
と
ま
ち
の
中
心
部
の
距
離

が
近
く
、徒
歩
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
で

ぐ
る
り
と
周
遊
し
て
見
る
の
も
お
す

す
め
。迫
力
あ
る
建
築
物
や
独
自
の

食
文
化
か
ら
、敦
賀
の
繁
栄
の
歴
史

を
楽
し
ん
で
み
よ
う
。

敦
賀
に
残
る
鉄
道
遺
産
は
黎
明
期
の

も
の
が
多
く
、い
か
に
重
要
な
路
線

だ
っ
た
か
が
分
か
る
。物
資
輸
送
が
北

前
船
か
ら
鉄
道
に
代
わ
っ
て
も
敦
賀

が
要
衝
で
あ
り
続
け
、世
界
と
つ
な

が
っ
た
理
由
を
、遺
産
を
訪
ね
な
が
ら

感
じ
取
っ
て
い
こ
う
。

明治15年の鉄道開業から敦賀駅と港を結び、旅客や貨物を運ぶ
列車を走らせた旧敦賀港駅の線路跡。

ま
ち
な
か
を
歩
く
。

海
を
越
え
て

世
界
と
つ
な
が
っ
た

鉄
道
の
軌
跡
。

敦
賀

駅

人道の港
敦賀ムゼウム

金ヶ崎城跡

旧敦賀港駅
ランプ小屋

敦賀赤レンガ倉庫

敦賀鉄道資料館
（旧敦賀港駅舎）

博物館通り

敦
賀
港
線
の
廃
線
跡旧大和田銀行本店本館

敦賀ヨーロッパ軒 本店

氣比神宮

眼鏡橋

天筒山展望台

中池見湿地

敦賀ヨーロッパ軒の

スカロップ鯛
鮨

北前船交易の産物

おぼろ昆布 港町・敦賀の歴史を
象徴する近代建築。

敦賀近代化の父である北前船
主・大和田荘七が昭和2年に建
設。現在は市立博物館としてさ
まざまな展示が行われています。

敦賀市相生町7-8
10：00～17:00
月曜日（祝日の場合は翌日）、
年末年始
0770-25-7033

住

営

休

電

旧大和田銀行本店本館

国指定重要文化財

日本三大木造鳥居を
構える北陸道の総鎮守。

壮麗な大鳥居は春日大社、厳
島神社と並ぶ日本三大木造鳥
居のひとつ。境 内には「 長 命
水」などのパワースポットもあり。

敦賀市曙町11-68
5：00～17:00

（10月～3月は6:00開門）
0770-22-0794

住

営

電

氣比神宮

現存する最古の
鉄道建築のひとつ。

列車の灯火に使うカンテラの燃
料を保管した倉庫で、庫内では
ランプや燃料の保管の様子が
再現展示されています。

敦賀市金ケ崎町1-19
9：00～17:00
年末年始

住

営

休

旧敦賀港駅ランプ小屋

敦賀市指定文化財

とんがり屋根の建物内は
敦賀の鉄道資料が満載。

日本とヨーロッパをつなぐ欧亜国
際連絡列車の発着駅を再現。
館内では敦賀の鉄道に関する
資料などが見られます。

敦賀市港町1-25
9：00～17：00
水曜日(祝日の場合は翌平日）、
年末年始
0770-21-0056

住

営

休

電

敦賀鉄道資料館
（旧敦賀港駅舎）

敦賀のまちなかに眠る
明治初期の鉄道橋跡。

明治14年（1881）、列車が水
路を渡るために建設。当時の線
路があった位置や鉄道建築の
技術を知ることができます。

敦賀市鉄輪町２丁目　住

眼鏡橋

敦
賀
の
食

当
時
の
駅
弁
を
食
べ
る

トンカツに特製デミグラスソースを
かけた敦賀ヨーロッパ軒だけの品。
料理の由来は謎ですが、ハイカラ
な感じが何とも港町らしい。

敦賀は北前船で北海道から運
ばれた昆布を加工して関西へ出
荷しており、代表的な加工のひ
とつがこのおぼろ昆布でした。

博物館通り

明治14年（1881）の完成当時の姿がそ

のまま現存。明治初期の規格で作られた

ため、総高6.2ｍ、全幅16.7ｍと小さいの

が特徴です。日本で最も量産された蒸気

機関車D51はこのトンネルに合わせて作

られたといわれています。

小
刀
根
ト
ン
ネ
ル

敦
賀
市
指
定
文
化
財

現
存
す
る
日
本
最
古
の

鉄
道
ト
ン
ネ
ル
。

旧北陸線トンネル群はP.9-10MAPページへ

鉄
道
遺
産
を
歩
く
。

敦賀湾近海で獲れる小鯛の押
し寿司で、敦賀駅で蒸気機関車
の補機のつけ外しの待ち時間
に販売されました。

赤い電動アシスト自転車が目
印。市内に設置されたサイク
ルポートのどこからでも借りて、
返すことができます。

つ
る
が
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

ま
ち
歩
き
に
便
利
な

お問い合わせ ｜ 敦賀市 観光部 観光交流課  TEL.0770-22-8128 P.20P.19 TRAVEL guidebookTSURUGA
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海
外
へ
の

玄
関
口
と
し
て

開
か
れ
た
港
町
。

古
来
は
大
陸
と
の
玄
関
口
や
日
本
海

の
海
上
交
通
の
拠
点
と
し
て
、明
治

以
降
は
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
敦
賀
。日
本
海
側
で
最
初
に
鉄

道
が
通
っ
た
ま
ち
で
も
あ
り
、物
資
輸

送
の
重
要
路
線
と
し
て
活
躍
し
た
姿

が
港
町
情
緒
か
ら
浮
か
び
上
が
る
。

敦
賀
を
歩
く
。

敦賀港が「人道の港」と呼ばれる所以に

なった、1920年代のポーランド孤児の

受け入れと1940年代に杉原千畝が発給

した「命のビザ」で救われたユダヤ難民

が敦賀に上陸した際のエピソードなどが

展示されています。

人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

天筒山展望台からの
敦賀港の景観

「命のビザ」を持ったユダヤ難民が
上陸した日本で唯一の港

敦賀市金ケ崎町23-1
9:00～17:00
水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
0770-37-1035

住

営

休

電

敦賀港がヨーロッパにつながる国際港と

して繁栄した象徴で、明治38年（1905）

に石油倉庫として建設されました。倉庫

内ではレストランや昭和の敦賀のまちな

みを再現したジオラマなどが楽しめます。

山頂展望台の西側は敦

賀港や敦賀半島、気比

の松原、東側は中池見

湿地を一望。見晴らしが

いいのに標高171.3ｍ

と小山なので、お散歩感

覚で気軽に登ることがで

きます。
明治後期から昭和初期にかけての敦賀のまちなみを再現した
ジオラマ館

ノスタルジックな風情が漂う
レンガ造りの倉庫。

敦賀市金ケ崎町4-1
9:30～17:30（ジオラマ館）
水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
0770-47-6612

住

営

休

電

敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

国
登
録
有
形
文
化
財

旧
紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
倉
庫

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
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長
浜
駅

定番の郷土料理

焼き鯖そうめん

焼鯖を甘辛く炊き、その煮汁でそ
うめんを煮た郷土料理。長浜曳
山まつりの客人をもてなすハレ
の日の品でもあります。

慶雲館

長浜鉄道スクエア

長浜城
歴史博物館

（豊公園内）

黒壁ガラス館

曳山博物館

大通寺

長浜旧開智学校

町
衆
が
生
ん
だ

長
浜
の
文
化
を

ま
ち
か
ら
感
じ
て
。

長
浜
は
豪
商
を
中
心
と
し
た
町
衆
が

ま
ち
を
盛
り
立
て
、郷
土
の
文
化
を

生
み
出
し
て
き
た
ま
ち
。明
治
時
代

に
は
進
取
の
気
性
を
活
か
し
て
、新

し
い
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

町
衆
の
心
意
気
が
、レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な

ま
ち
な
み
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

地
蔵
院
の

門
前
町
と
し
て

栄
え
た
宿
場
町
。

北国脇往還と北国街道が交わり、旅人や木之本地蔵院の参拝客

でにぎわった木之本宿。古い商家が並ぶまちなみは、初めて訪れ

たのにどこか懐かしい。木
之
本
は
古
く
か
ら
酒
や
醤

油
な
ど
の
醸
造
業
が
さ
か
ん

で
、発
酵
食
品
も
豊
富
。

舟板塀、ガス灯を模した街路灯があり、鉄道のまちとして
栄えた明治の長浜の面影を色濃く残す通り。

明治ステーション通り

大手門通り

大手門通り

北国街道

ながはま御坊表参道

武
者
隠
れ
道

長浜のまちを見守る
「御坊さん」。

真宗大谷派（東本願寺）の別院
で、伏見桃山城の遺構と伝わる
本堂や大広間をはじめ、多くの
文化財が見学できます。

長浜市元浜町32-9
10:00～16:00
年末年始
0749-62-0054

住

営

休

電

大通寺

国指定重要文化財

黒壁スクエアの
シンボル的建築。

黒漆喰塗りの木造洋館を利用
したガラスショップ。明治33年
（1900）に旧第百三十銀行長
浜支店として建築されました。

長浜市元浜町12-38
10：00～18:00
無休
0749-65-2330

住

営

休

電

黒壁ガラス館

国登録有形文化財

動く美術館と
呼ばれる曳山。

秀 吉 公の長 男 誕 生を祝い始
まった長浜曳山まつり。館内で
は豪華な実物の曳山を2基、常
時公開しています。

長浜市元浜町14-8
9：00～17:00
年末年始
0749-65-3300

住

営

休

電

曳山博物館

ユネスコ無形文化遺産

意外な組み合わせに
食べてびっくり！

木之本のご当地グルメとして名
高いサラダパン。その中身はマ
ヨネーズで和えたたくわん漬け！
お土産にもぴったり。

サラダパン

目の仏様として知られる
日本三大地蔵のひとつ。

6mの大きな地蔵像が、たくさん
の身代わり蛙とともに参拝者を
お出迎え。毎年8月の大縁日は
多くの人でにぎわいます。

長浜市木之本町木之本944
8:00～17:00
無休
0749-82-2106

住

営

休

電

木之本地蔵院

滋賀県でもっとも古い
私立図書館。

100年以上の歴史を持つ県内
最古の図書館で、地方の青少
年に勉学の機会を与える志を絶
やさず運営を続けています。

長浜市木之本町木之本１３６２
10：00～16：00
第2・第4・第5日曜日は14:00まで
月曜日、第1・第3日曜日、及び祝日
0749-82-4867

住

営

休

電

江北図書館

長
浜
の
食

木
之
本

宿
場
町

を
歩
く
。

発
酵
文
化
と
木
之
本

日本初の薬剤師が誕生した店

木之本宿の本陣を務めた竹内
家の22代当主は、日本で第1号
の薬剤師。旧本店には今も古い
薬の看板が残されています。

本陣薬局

ま
ち
な
か
を
歩
く
。
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旧長浜港の様子（明治45年）

長
浜
を
歩
く
。琵

琶
湖
と
長
浜

明治15年（1882）に建てられた鹿鳴館

調の石灰コンクリート造り西洋館で、人々

は「長浜ステーション」とハイカラな呼び

方をしました。施設内には当時の雰囲気

が味わえる駅長室や待合室などが見られ

ます。

旧
長
浜
駅
舎
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア

滋
賀
県
指
定
文
化
財

現存する最古の駅舎

長浜市北船町1-41
9:30～17:00（入館は16:30まで）
年末年始
0749-63-4091

住

営

休

電

長浜の実業家・浅見又蔵が明治天皇の

行在所として建てた、寄棟造の書院風建

築。名匠・7代目小川治兵衛が作庭した

日本庭園の散策も楽しみのひとつ。1月

～3月には早春の風物詩「長浜盆梅展」

が開催されます。

美しい庭園が広がる長浜の迎賓館

琵琶湖は古来より北国からの物資を京

都、大坂に運ぶ、重要な交通の要衝でし

た。長浜は豊臣秀吉によって港が整備さ

れたことで繁栄。豪商や町衆の力で独自

の文化を築き、明治時代には鉄道連絡

船を擁するターミナルとしてさらに発展し

ました。

水運とともに発展した長浜の歴史

長浜市港町2-5
9:30～17:00（入館は16:30まで）
盆梅展準備期間は閉館（12月）
0749-62-0740

住

営

休

電

水
運
を
通
じ
て

人
・
も
の
・
文
化
が

行
き
交
う
ま
ち
に
。

琵
琶
湖
の
湖
上
交
通
と
鉄
道
が
結
び

つ
き
、東
西
の
交
通
や
物
流
を
つ
な

ぐ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
っ
た
長
浜
。陸
蒸

気
と
呼
ば
れ
た
蒸
気
機
関
車
や
鉄
道

連
絡
船
、近
代
的
な
建
物
が
次
々
に

登
場
し
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
時

代
の
記
憶
が
、ま
ち
の
中
に
息
づ
い
て

い
る
。

慶
雲
館

国
指
定
名
勝
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